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獄鬼禮液理學的性状の攣化に

及ぼす冷藏障害の影響に就て

　　　　1　　　　蒲　生　俊　興

1　　　　山口定次耶
　　　　　　　，　　日　　　　次

　　　　　　　緒　　　　「留

　　　　　　　第一環　　1實　瞼　方　法

　　　　　…　第二章　　實　瞼　成　績　・

　　　　　　　第一節　　障轡の時期に關すろ實瞼　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　（1）’絶食巾の攣化
　11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　（2）　食桑中の墾化

　　　　　　　　　（3）　　継食巾と食桑中ピの比｝陳

　　　　　　　　　（4）　食桑中膿液滲溌歴の攣i化

　　　　　　　　　（5）　　各匿毎Fl誠鼠の状況

　　　　　　　　　（6）　総　　　　括

　　　　　　　第二節　障害の程度に關する貴瞼

　　　　　　　　・（1）℃，繕食中の攣化　　　　，

，　　，　　　　　（2）　食桑中の璽i化

　　　　　　　　　（3）　　絶桑中と食桑巾との比較

　　　　　　　　　（4）　総　　　　括

　　　　　「　第三輩　”結　　　　　論

・　　　　　　　　　（三！　絶食中に於ける攣化　　　　　　　　　　　　『　　、

　　　　　　　　　（2）　　食桑ri薯に方さの’る墾イヒ

　　　　　　　　　（3）　　絹食腿と食桑躍との比較

　　　　1　h　　（4）　要　　　　結

　　　　　　丈　　　　　献

緒　　　　　言

獄兇髄液の理學的性状に關しては既に八木醸士（1924）の」血L海琶氣傳媒度、

湊透謄及粘性の研究凌）りて・特に第Z灘鑓兜0）血液「生拶：に基づき、套醐齢に生
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理的二期あるを報告し、爾爾氏（1926）は毘に、懸兇の臓頂、職霞、及絹綜且癌

等の成長曲線を研究して、自家接鯛作用（AtitoetLtalytic　action）に依り鷲兇σ）

成長を論じ、各齢期厳に留司厨寺にξ剛屹蜘あるを詳説燭・

　帥八禾氏は上記1虹液簸1學的性厭の攣化に關し、脱皮後に於ける第一期はヨ三）r

して眠IVI中に於て失はれたるイオンの映乏を回復し、且つ齢霊しての成轟

（Ch・（，Wll　L肌rvの，・電なるi迄の生理的過程にして、圖氏は此σ）時期に鋤し前齢

（1）roilu　tEU’）叉は回復成長期（Re呂むorεし七iOll　am（l　grf，wi1191，eri⑪d）ご命名し爾之に

績く第二期は後來すべき眠期うζは蜥期に針する準備の時…期にして、之を後齢

（M・b・・i・漁・）Nは垂聾備期（P・e鞭vi・総P・riotl）萌せり。

　而して八木氏は更に～之等の生理的：二期ざ獄兜のlj珪抗ガこの關係を生理學的

に解説を試み・邸ち起獄當時に槻らるふ第晶四の傳導度低下は前眠中に方全て器

管夏新等の爲めに血液中鞭類が著しく破少を告ぐるに因るも0）にして、郁】食後

再び食物を撮取すゐに從ひ、食物ゆより盛類は漸次lrtt液中に圃牧せられて、血

液電導度は再び塘加して三1ヨ圏頃に釜りで、第一回の最高盟iに逮ず、然るに間

此の時代に於ては、之等σ慶吻申より圓牧せる材ンは前眠叫こ濡耗せられtt

る榮養蛋白を再生せんSする礁廻に使用せら昏Lが故に、四日目頃に於て、第

二回の傳導度低下を示すに至るものなり。此の團明に至りて、初めτ掻｛榿組織

中のイオンの欠乏を補ひて殆S・1血液S1ド衡IE鮒田brium）を保つに至る。斯o）

如く・F鮒態に到逮せる耀な更に、將來來る噂蝋及愛態等のま礁樫しτ

四E旧以後に於て盛に食食し從つて1血液申イオンの量は次第に堰如しτ六日目

頃（春鷲）に於て再び最高傳導度を示すにii蒼るげ而して此の時期に於ける∫肛液申

イオン、或鯵イオン化しうる物質の量は急激なる増力iiを來」して、緯織εの軍衡

を保ち得る以上に達すヤ舷に方冬て、斯かる1宜腋の急激なる謎化に封する組織（

血球を含む）の不乏IS衡より來る抵抗ゴ」の減退は籔て第五齢末期に於ける六llH

病を突嚢的にi昭來するものならむε推論せり。

　其0）後、幅m氏（1925）、立岩氏（1925）・萩原民（］・926）は典に翻兜胃液0）監基

度の獲化を研究し、第五齢四日日頃に於けるアルカリ度の降下を指摘盛・第五

齢冴ミ期に多搬する軟化病に蜀し特別なる意義を有するもの斌籔倣せ桃叉大川
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　陣ヒ（」925）は獄児の機能ご艘温SO）關係・並に葡髭｛環境に於ける第五齢期の欝

　熱現象を研究して第慰齢！田宋期に於ける水分捌…出鍛の減少笥職妾己抵抗力減退霊

　の關係を指摘し尚鈴木氏及山桝氏（1．　9L）5，1920．］927）並ひに荒木氏三浦氏及大島

氏（1926）等聡ω抵抗力0賄長に就て夫嬬獅看る研究を行ひtこる結果第五齢

　中四日目必後に最も鷹弱なる時期あるを｛縫見せり、之部1時に櫛淵｝E（192｛；）も

　亦慧兜臓淵の研究を行ひ、第充齢盛食期に於て一・度膿温の下降する時殿1あゐ々

棚し・暫筋㈱欝雑する備相購等に鰯凝k理触因ならん
　霊推論せり。

　　挿藤井氏（192のは家獄伽欲化病をlk灘肇的に研究し’k’IS：に軟化病獄児並に紹食

獄兜の」虹液に就いで共0）・化塾的戊分の縫化を報告せり。旨「

　　又家獄の生育に伸ふ血液成分の愛化に關しては既に井上樽士、岩岡罠及李澤

　茂等（II　92’1L＿1．922）の研究あり・。爾最近耀藤践（1927）は家獄の腿液に關し第四齢

　盛獄より以後傭旧の1血液成分の獲i化・血液成分の雌雄異型・及第丑齢盛獄羅食

　並に冷藏簿が其σ）成分に及す醐係等に就一C糟細なる研究を試みたり。

＼＼斯0）如く盤の1瞳疲並に抵抗力等に關・‡’る研究根照いで膿表せられ殆さ謎きざ

　る・無ぎの現触なるも、余等も父特に低温接郷による樟審を奥へたる獄免が第五

　齢申鯨日の騰液理塾的性状に如伺なる鍵異を及ほし、而かも之が陳害の程度及

　時期忌∂）關係を多毫めボ重に角潴已第錠齢巾軟化病σ）嚢生｝ご封し能i液理學的性月犬0）1

礎化が如絢なる關係を有するやを考究せんざし、特に電氣傳導度及湊透騰の避

　化を調査せしを以つて玄玄に其の成績の概要を記して報告せんミす。

　　本實瞼を行ふに際しては針嫁校長、井上教授及原田教授の懇篤なる御歎導に

員ふ所多大なり。鉱に護み1”i感謝の意を表する吹第なり。

く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t／

　　　　　纂t・…ny牽　1實験の方法　　　　、

　大ll｛卜五年慶慧期（7ノニ15「」jVrf）に於て獄品種【’IE白」を材料ざして各齢起鷲を華

民4Q°内外o）低温に（1時間乃至2郵寺間接鯛せしめて通常0）飼育を行ひ第E齢期に

爺りて憾日二回宛禮液を探取し實鹸に供せ軌，而して木實鹸0）目的を左の二項
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に歴分し夫々下の各腿を設電せり。

　第一試1瞼　低温接燭の博朗ε第五齢鷲兜膿液の理學的性状0）攣化婁0）開係

　　第一d・一置姦　　　　鐸ε一論齢（蟻躍）～令藏1嚴　　　40・80（F）に24睡芋「昌17告藏「

　　第：：T・霊　　　第二ち箆冷G越織）～舎藏ll藁　　　40．50（：F，に241時…脂1拓｝藏

　　頻三腿　第三齢（起鋤冷騨　39・2°（F）に24嚇翰藏

　　騨旺第珊（起慧）冷灘39・7°のに2蝉間融
　　第五磁　　甥照匿（無冷藏礎）

　　　　　　　　　　第二試駄　低温接鰯の時flS　t一第汽齢獄膿液の理學的性懸の鍵化Sの關係

　　第一・賑　　六時間冷藏匿　　　第五齢起盈葎39・20（F）に6　EitG間冷藏

　　第二匠　　十二晧問冷識曜　　第…石齢起擢か39・30（F）に12時間冷職

　　第三瞳　　廿四時問冷藏斑　　第五齢起獄怨39．70（bi）に24時間冷藏

　　第四隔　　i劃照麗　，・　1第一試瞼第五廣に全じ：

　各瞳共蟻彙二分宛掃下して材蹴育を行ひ拠るものにして、第五齢餉“ml　Flilより

供試獄を二分し約傘撒はそのま瓦絶食を縫行し畷餓タ昨釜るまで簿日こ同宛燈

液を探取して實験し、残の約傘敷ほ普通飼育によりで飼育を績けつ』得日F一二回

宛髄液を探取して實験に供せり。

　騰液探取には維盆中の獄兇は一一回に約，50頭な用ひ、食桑中の獄兜は約30頭位

を綿ゐて、獄の尾角及1翻即等を切闘し滴下する艘液麹遽心分離用｛省チ管1こ集め

1比を直ちに電氣飽心分離器にて一分間約20⑪0画の珂韓遽度にて抽氏球脅分離し1血

漿の上澄液1ce．を取りて、之に曾CG・σ）再蒸溜水をIJi・1へ十倍に稀繹して案験に供

せり。　　　　　　　、　　・　　・，　　　　　　　　，’T1’∵　　　、』　’

電氣麟吸（Elect・i・C・11・lucti・lity）　O）測定e：は受話器（「「・1・Ph・1｝・）、F付卿

イートストPntン橋（IVheats七〇ne－bridge）を∫i｝ひ携姉管鳶しlg．、　T，レニウ冬氏、

（A・’・］．・enius）抵欄を｛爽職り・慣験に於ける1蹴管゜）電氣獺（Cell　c；°”一

甑uのは0．67816にして測定に際して前記供試騰液10cc・を2δ゜（（））に保ちっ

畷液の電剣蹴（R）の測睦行ひ次式によりて鱒度（o）を算出せり。

　　　　　　　　傷゜’Si’iu｛2816・1・　　　　　1・・

．濾燈屡（偽mt｝tiG　pressure）の測定には尺ヅク・・？ン（B¢ckmalm）氏0）結氷羅i降下

測定装置を用ひ、前記の探取腸液5cc，を試験に取りて結氷禦i（三i回ZIS均）を
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測定せの。助の揚合同時に蒸溜水の結氷黙を求め其の差を1’倍して供試液の結

氷黙降下度（△）電なし、i次式により氣腿によりて表示せる濾透歴（P）を鉱出せ

り。’

　　　　　　　　P－f，・22・・A・ni・s・presG・

　前記偽操作用の膿液は酵素作用によりて攣化ポるを妨Jf：する爲め、特に霊内

冷藏装置を州ゐて之を冷却し、尚材料驚兜の選才畢は李均的嚢育程度のものを選

びたるも、既に鈴死獄を出したる後は爾残存せゐ比較的健獄0うみを選繹するこ

t’Sなり、礎つて本實隙の末期の値は必塗しも眞の傾向ざ目すべからざるを遽

憾霊す、，Zに加ふるに勢個0）調査に非すして雌雄無選別なる多数獄晃を合併し

て測定←たるものなるは本實験の最も映黙ミ寸る所なり。　　It

本韻験に於て鰍鵬につき特壱こ繊中襯の灘を供試せ晰以は食桑

に因る髄液成分の鍵化を擦除して曲．線分析，ヒ各輝聞の較差£を明僚ならしめんが

爲めなりρ

脚第二章　實験成績

　　　　　第　一　節　　障害の時…期に關する實鹸

　　　　　，，　　（1）　紹食中σ）攣叱

　本實験に於けゐ電氣傳導度測定の結果は次表の女llし。（材料の都舎上第二齢

接鰻圃を映く。）

　　　　　　　　　第　　一　　表

搬育日順　　経過時敷

日1｛、1

・｛器

第一齢冷藏旺

9．62×lQ一3

韮2・33x10－3

】3．17×10一冒3

12．56×10臨昌tS

繍冷灘［第五齢欄

10。43×IO－3

11．79×10－3

1L49×10－3

12．11×10－3

10．94×10－・3

10．59x10『3

10．68×10－3

1231×工O－一　，9

封　照　i旺

9．04×10－3

9。97×10『3

752×10－→3

9．42×10－・‘ヨ
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・・
o

・｛

・｛・

48

60

72

84

96

「1◎8

6　　　　120

14」3×10一肩3

1L69×10－　：’s

lL85×10一幽3

13．17×10－3

12。92×1　O－一　：s

11．79×！OF→3

13．17×1。－3111．12×10－h‘

12．33×！〇－31　　12．11×1021’・3

12，56×10－3　　　1L89xIO－n

王L40×10－：1　　　1233×10－3

12，33×10一一3i　　1茎．89×玉〇一：1

：、－rい1・・91×晒

　　＿＿　　　　　　　　　　　　　＿m－－“”
．’

P　　　　1

爾蹴の側・j洲咋ん駄之を圖醐つ懐示せ聯纈φ処・窪ロ’iL．11

鍛第圖により略幽・・餉を親るに・蹴群（継食）紳醐琶騨照

鵬導度は低嚴脚細・比む著噸・・第一・糊翻ヒ較1”！勺恥第

三第査齢顧よ大藻なし。一而して第皇齢随はGO時間にしで殆S杢部死減し倫他癌

に於ても『 U・～囎問目よ磁汐鷹拙セしt。Y」つて其の後の成績はオ芽料選靴

より粧鞭失せるやの感あ。も着轍・・時開以後に於燃福購麟差

極めて僅少醜るは絶食に因る勲羅簸の艦液電氣｛鱒度が略一霊なるもの瑠

むる事を得べし。

儲齢に囎て別・に・期獲化・）脚己鱒すや圃購に就き下雛齢醐

磯蛾中に於ける磯餓死に至る迄0）電氣傳導度の鍵化を親察するに實瞼著手後12

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1時間目迄は幾刎，昇し2塒間目に到貢著しく低下し・更に36陪1嗣より再び

．蜴を始め46・醐に及びて鵬燵し以後謡瓶細斯の懸態を偏最

後に再び又瞬する傾向を示せり。然るに低温接鯛の各随に於ては其の模標

著しく異なり、第・一齢及第三齢腿は著手後急に上昇し36晴…間弓ζは24時間目に至

りて少』しく｛虻ドし爽々更に再び上昇し48時間目に至り丁最高に痒じ、爾彫に及
　　　　　　　い　　　　　　　，　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

びて急に低下毒。N第五齢囲は著手後24時間目迄は大差なきも36時間目より1：

昇し、囲じく48時間闘に於て最薦に蓬し、瀕死に際し低下し始むる獣、瀬に二奢

にイ以ナこりD

滋要する溝繍醜を瓢4⑪・1桝の低温に歪鱒間轍せし疎る灘

の第E齢起慧絶食中磯餓死1ご羅る迄の騰液電氣傳導度は實験著手よりGo時闇目
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鱗解鯛齢静、昏で鵬し瑚1齢雌醐照繊磯合眺し著しく徽

を榊解隅し略麟㈱様の程膿なる耀・・齢聯鰍に絶鰭
手騨遡糊畔疎騨臆下し期御ぴ堺す・もの潔め得べく・

之生理學婦横嚇る麟な歴す・而して灘鷹の示髄騨度幽購
に在りてな畢高度を示すに反し、低温接鯛魑は幾分低下の復此の圏内に蓬する

を親るべし。

，爾縄食螺兇の血液成分の獲化に關しては藤非氏（1926）は第五齢盛蟹に就いて

紹食15時間及48時間歴の鷲児の血液成分な紹食鶴及軟化病鑓児の血液E”‘　J：it較研

究せしに獄兇は紹食する事によりで灰分等が漸次稀薄ざなり48時間にして軟化

病騒児の血液S略同様な駅態1ざなる事凄報ぜり。次に・尾藤氏（1927）は第五齢

盛翻を12時聞、24時間汲48時1岡紹食ぜしめて、」飢液成分の慶花を調査せしにへ

絶食後i2蒔閥蓬は血液の比璽固形物、灰分の塘加を見、似後紹食の繊緬ミ共に

是等か順次滅歩渉お事を認あたり。爾足立氏（1925）も八木氏（1924）も共に驚兇

継食後訟∀二日間は電氣傳導度（足旗氏）及血液粘性（八木民）の上昇を親、以後

急に低下すミ誌せり。而しで余の實験の結果は第五齢起獄をそのま工絶食せし

めたるものなれば之を同日の論ミなすを得ざるも一考の慣値あるべし。

　　　　　1　　（2）食桑中の攣化1　1

綴聯モ塑礁舩榊蝿櫛群鱒報測欝結果襯るに描卿し
　　　　　　　　　　　第，　．：’表II　　　　　　　　　　、

螢育白順　　経過日藪

1｛£

　　　　　　　定
1』 Q｛釜

・予ll，

第一齢畷

　9・62×19r　・3

、　1L12×10一3

　13・84×10－3

　13、17×10－3

1L89×10一一：s

11．79×10－3

節三齢匠

10，43×10－－3

1L30×10－3

14，13x10－－3

13．70×IO－3

12，92×10『63

1L12＞く10『3

第螺圃封照砥

10。94＞く10－3

　　　「
10．12×IO－3

12．56×10『s

14．28×IO」一．3

13．04×10－3

11．40×10－3

9．04×10－3

10．04×10－3

9・55×10層噸3、

12．80×10－3

15．07×10－°3

14．10×10－3
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・｛羅

∴｛旨1：、

’6｛：：1

71 o、：箋、

12．92×’P0－3

1292×10－3

12。44×10－3 12・°脚0一ρ

’12、68×！O－3

1S．70×10－」3

rよ @／　・一一一lg

三2．92×10｝3

14」3×10『－3

14。74×10－3

’13104×10－3

12，33×10－－3

12’22×10－3

12、40×10－t3

112．22×10－－9

　爾以上の傾向を瞭然たらしむる爲め1に圖表を示せば第；圖91如し。帥上表ヨ乏

に第二圖の示す所によりて各腿聞の傾向を一鷺するに、餉食後36時間迄は封照

匿の傳導度は、低温接鯛0）各1副こ比し著しく低き傾向あるも48時間後は常に封

照匠の力極めて高度を示せり。師之に依れば前齢期膨於て特に低温の障憲な憂

けたる各嚥の第戯齢賜獄兇髄液の電氣傳導度は餉貧當時「削；寧の間は却て野

照匠より高きも以後次第に低下して蜷死に瀕する1こ至るものなg「Q

　尚各臨に就き別々に侮日鍵化の訟況を検するに封照圖に於ては餉食後24時間

迄は著しき鐙イヒを見ざるも36時間頃より急嬉駄昇し弼時間癖にて最高貼に逮し

更｝こ72噸殿頒弛82輔より再び堺し96騨聯誹鵬騨蓬鯵
も葡もなぐ瀬次低下して老熟期に入るものにし’“太實験の歳績に依りそは、

120時聞蓬よりの材料は幾分の艶獄を出せる残存獄を選びtる關係上傳導度の

町次騙羅・砒櫛畷図梢其の醐脚碑も圖騨・辮鞭『
Sなせり。

吹峰弓・三厩齢囎鋼の擁の愛イ麟朔醐激卑麟τ謝
1嘔より緬12「2塒間f鉾幟高鶏監1聴し真・）露び低下LG8－60時商目曙

しく雌示麟藤よ磯・麟P傾晦も多纈噸麟・
騨騨も購も噸様な・靴の形饗る獅して朧の愛化幽
羅砒し當初より著しく騰賜れ最蔽を示す時腓ヒ較的恥もecの敲

到底甥照1麺に及ばざるものなりQ　　　　　　　　　　　　　　　　’



嶽兜艘液理學的性状の攣化に及ぼrf冷藏障害の影響に就て　　　　　35

　之を要するに第一、三及五齢各齢起獄を華氏鱒゜内外の1氏湿に2却寺間接鯛せ

しめたる獄児の第五齢食桑中悔日の騰液の電氣傳導度は餉食後36陣間目迄は却

つて鋤照腿の傳導度に比し著しく高きも其の後急に低下して瀕死の域に逮する

ものミ謂ふ鰐べし・從つ礁の下チ審II症に依りて將｝遡死の」伏態1こ於け礁兇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1の艦液は食桑巾健獄のものに比して著しく電i氣傳導度低き、は藤弗氏（1926）の軟

化病獄兜血液中灰分0）量著しく減少するの事實に一一致す。澗して瞳害の聴期S

°）關係噂ては玲輔灘く同一’　t・・らざ％鋤妹だ瀦な磁燭手商す・

は騨な鯵す・・．、，〆，，・

　而して本實験に於て謝照輝食桑中の電氣傳導度の攣化は後期に於て八木氏

（192a）の傳導度並に慰餐氏（1927）の血液成分中翫の麹化ε略一致するをmaる

が脚こ本實願に就て韮亨して電氣傳導度に關係を有するものは苦土の攣化なる

嘉明なり。　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　1」1　／t　　　　　　…　　．結　　　　’　　　　転、i’　　　　　　　　1　』　　　　．　　，

　　　　　　　　　（3）雌餅喰桑中Sの上晦

　第』・・齢・第三齢及雛五齢起羅を夫々農0°（F）内外に24時聞接鯛せしめたる腿

及鋤照厩に就いて別々に第五齢起獄より其の儘紹食せる揚合及食桑申に於ける

憾日の愛化を比較するに、

　　掛　　照　　魑　　　　、　　　　　　1　　　　’

　針照圃に在りては餉食後珀時間迄の間に食桑中も維食中も略相似の傳導度を

示し、其の後24時面目には絶食羅は著しg低下すも食桑申の獄兇は僅かに低下

を示す0）みにして36時間目よりは紹食獄も食桑獄も共に傳導度を塘加せしむれ

1さも其の高低に於ては絶食獄は到底食桑中の獄」罎こ及ぱすして爾國間に著しき

間隔を示せej。爾絶食中の揚合は食桑申に槻らるS如く72時間目頃一・・時低下す

’るが如き激勢殆きなく死に瀕するに及びて殆魯可二衡を保てるを観るぺし。（第

三闇）　　　Ir　・

　　第一齢fま温接角蜀麗

　概説するに紹食中慧兜の骨豊液醇導度Σ食桑中賛兜のものミの憂化の模様及搬

化0）程度略非田司じくして四日目（48－GO時間目）にて食桑獄児S維食織兜S相一．．，一
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致するは共に死に瀕せるを指示せるものなり。（第四圖）

　　第三齢低漁接脚鑓

　製一3G時間目附近にて食桑中欝況0）傳導度著しく高きも外は概して絶食申の

ものに相近似したるは≦前者ご等しく48－60時間目附近より’死に瀕せるを示せ

しも0）なるべ’し。（第五圖）

　1第丑齢低温接角蜀魑

　12畔間迄は殆さ謎化tS’fy．も2GPf問目より食桑中0）も』0）著しぐ傳導度高まりi’

3嚇間に於て測醐の間隔慧囎なれ鮎48－6塒間口よ禰魑間繭き鱒度

に謝・鯛じく多E噸聯示せるも・腿枠御←・嘩欄γ1．

　　摘　，要．　’』聖　、＿寡・
　之を要するに低温接閥の障害を受けたる各畷の血液博導度な絶食中翻見電食

桑申慮兜ごの間に著しき間隔を示ず轟なく殊にtk8－一一　ts　O時聞目附近に於て爾嚥の

殆き一致せるは食桑中獄兜も亦障害の影響によりて死に瀕せるを指示するもの

にしで之に反し謝照庭に於では》餉食後12時間迄に於で雨囲梢近きのタ羊常に食

桑瞳の傳導度著じく高きを観るべしb．然れさも之の關係ば障害の時期に衛しで

は一定の傾向を指摘し能はざりしを遣憾ミす。

　　　　　　　　　（4）食桑中罷液濾透歴の攣化

欄騨す・蘭（400F）騨・影響嚇鱒欄の脚郷
蹴い噸韓轡徴鋤・・』醐鱒命榊て細雌を卿．
　　　　　　　　　　’第　一三　　表

1

嶺育…経過、
叝〟@時数

第憎齢簸 第ご齢匿 第三齢匿．1・細齢麗 週照臓、1・

引羅 ，△ 1氣剛 列剛△陣 矧騒
1｛ε

E｛：1

0．50

O．54

O．27

6．0540

U，538

R・36go

@冒州

O．62

P℃0

O．61

A7

7，5Q7

P2，108

V，386

@一

0．52

O．96

w2．19

6，296

I1，624

@－
Q6》517

@1

1．03

ｿ90

|2．28

12，47コ

P0，897

@一
Q7，606

　一
Cα70

@0．66

ｿ2鼻

i　謀

W475

V，507

R390
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　　　　1’483乏58 L21

@

14，651

@　　…

L64 19，857

@　　｛

一〇．95

　　　鮒

奄k503

　　　｛

A2．17

　　　P『囎

Q6，274

L20 14，529

@　　糊

・｛・窺 L37 16，588

P　　　一

L96

p

23，732

@　　一

　岡…

P．03

　　　｝

奄Q471

　　　一

ﾈ　0，61

　　一噌

V，386

L29

X

15，039

@3　　　一

、5

o111 1．64

p

19，857

@　　酬

1．23

@－■甲

】4，893

@　　恥

一零刷 噸一 一〇52

　　一@　　　16，296

L88 22，763

@　　『

060

o

7，265

@　一

0．63 7，628

@　南｛

扁「 一｛ 『「 0．70

@　－
囗e

　8．475

@　　一
ﾑ

　1上表の關係を明かにせん爲に圏表を以つて之を示せば第七函の如し。即ち之

に撮れば・第一一・齢腿を除け騰鋤照1超は鋤齢餉食後48－－58時間i：z迄の間は常

に障害の各厘より艦液の滲透歴低く末燭（96時間）に至りて著しく上昇する傾向・

を示せわ♂この傾向は前記騰液電氣樽導度の關係言同様にして障害を喪けたる

各題の滲邊腿ほ第五齢期當初に於て殊に薯しぐ’ヒi昇を見れきも第五齢中期（58

－一一 W2時間位0）間グに於て急に低下する状貌顯著なり｝。　　：　　　「

　而して昏匠悔日の鍵化を観るに勤照［菟に在りては餉食後32時間目に至りて著

しく滲透睡の低下を競、・148時商自より再び上昇Lして72－84時間頃少レく減退し

て96麟酊目にて最窩に逮し鳶び低下して熟獄εなる、第晶齢医も亦略封照置買

騨符の攣化を示せり。次に第聯瞳に於そは賊齢當初に於ける滲透屡1訴に

廣に比して高度を示せり、爾第三齢第五齢騒に寝りては第五齢期切期に於ける

滲透座著しく高く中胡より急に低下して瀕死の懸態言なるを観るべし。

　印上記9）傾胸を概論すれば其の關係は電氣傳導度に於ける陳害嘔霊謝照憾ε

の關係に極めて類似し、凡て障害を受けたる各1齪は（第一齢塵を除き）第五齢當

初に方今て滲逡腰高き錨に於て梢一致を視たりSいふを得べし。

　　　　　、　　　（5）　各匿悔日減獄o）抵況　、

　前記謝照匠、eg－一齢腿、第三齢匠及第五齢髄の各匠に就き第五齢當初に於τ

健康度中庸なる獄兇100頭塊選別し概きて侮日0）滅獄数を調査せるに次表の成

績を得たりd
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第　　四　　表

鯛1第二・第三・第・・第五・第六・
苑謗ｵ・籏一1

封　　照　　i醸

　％

ｿ0
％5．O

　　％
15矧　　1 　％

Q．0

％i’

U・OI

　％

R．0

曾o

ko
　％
S2．o

第　一　齢　瞳 O．0 LO 68．0 与・oI 2・°1 O．0
一
LO 77．0

第　三　齢　賊 O．0 5．O 80．0 0．0 6．Oヨ　　LO
一

10．0 92．0

策再1齢　廠 0．O LO 56．0 3．0 17．0 13．0
一

o．o go．o

上表に表す如く、釧嘔も可，なりの噸撒を冤傾は・騰灘騨勺働1の研

究．曝も遽憾婁筋所なるい循驚の成績の大勢磯ふに足るべし謡μち皐撫

暉にありては第罫日、第四日の減獄歩合最も多く、其の他昏瞳害腿に於τはllil

れも箏三Bg）滅獄歩合著しく多爵を槻ゐべし。1

　今以上の減獄の1伏海S前鵡膿液鱒導庫潔滲透黙の沸母耳の騰係を比較するに

渕・照晦に於てはv第三日より第四日・に軍9て傳導鷹の第一次｛肇F．を見＞」只障鴇

の謳に於ては第三日に於℃第一・鯉⊃低下を示せり。之に働際する1凱て

三昭疎は四唄眼け磯灘氣｛專織の低下は特鷹騰化耀仁瞬至

螂る．關係擁麟糊かな創勉るべし・而し篠聯幡耀灘の髄
を見るに、概して障害を奨け些る、岱阻が約一臼［駕位津かに病艶獄葱多難する

の傾向あゐは、繭舐傳灌濠及鯵透歴の愛化が障害に依り、著しく促莚泌られオこ

る事實S相一致す為もの定認め得べしd：

　　　　　’・（6）穂1一　括　　／’t’「　・…’・L・㌧11

前融儲σ）翻に諭讃鹸の結身麟締するに・既に瀦鞭けたる纒

は搬闘照魑に比じで、第五齢初期に於けるギ・腿液電無鱒度及滲透騰し

く高く、殊にこの關係は第五齢起翻を絶食せしめて、襟日測壇する場倉に其の1

差＿1蝋著にして、餓輪餉食後36剛髄・’絶餅は瀞後48輔趨の漸

しき・を観「るべしO　　」　「1　1　　’　，1　　　「　』　，　t，　、ゴ／，t　：　ヒ　／t

　次に障審を奨けたゐ各瞳は概して食桑中ミ艶食中ミの間に薯しき相違鶴ぐs・

共に48時聞乃至60時間位より殆曹粗一致するの傾向を示し、この關係は絶食中
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に於ける全囲の謙兜が通例66時間目より相一致して瀕死の厭態にFnflれる電相似

の羅iあり。而して瀕死當時0）各匪醗兜の艘液電氣傳導度は食桑中及び継食申の

姻を問圃略嘆髄を示し2・「ce・・：・於丁・1・…1・”i3乃至・・・・…轍

の範圃内にあるを観る。

　次に封照獄兜の繕食中の傳導度の憂化を親るに継食着手御2時閤図位迄は幾

分」二昇すべきも、24時聞目に於て俄然著しく低下し、更に36時間目よ’り再び急

に上昇するはCataboli’c－Phase（異化期）に於ける、自艦漕耗置最も有意義なる

現象Sいふを得べし。偲食桑申攣化の厭況を観るに24時間目σ）第一次低下は、

融畔上曄撒・も36翻目より急脚・堺臨更に72時間附1・於

て算次鱒をなし・解醐目卿ら再び岬し測ご工嚇顯よりas

低触τ老糊燵する舩郷八木博士の鱒備慰噛鞭るも・賑の

研究臆於て嫉第一次低下の曲線を示さざりし黙を相違描sなす。

　而して昏試瞼魑、封照魑等に於て食桑厩及絶食臨間の比較el於ては食桑腿の

傳導度著しく高き揚合多きは、韮Sして潰化成分より來る電解質の影響なるは

當然なるべし。

葡最後に4嘔徳日の減獄｝伏況霊電氣傳導度の溝長εの關係を親るに、4嘔ε

も恰かも第三日若しくは第四日の傳導度第一次低下の當時に於て最多く、発獄

を出せるに徴し電無傳導度及滲透厩の鍵化は病発獄の畿生ミ甚大なる瀾係ある

は明かなる所なりQ

　而かも㌔障害医の傳導度及滲透歴が針照［彊に比し約噌日間早く、昇降するに

順じて、病艶欝iの護生の懸況に於ても亦隙審の勢匠は鋤照塵に比し約」旧闇遽

く叢生せるを視るは盆々此の關係を確誼すゐものなり。

　　　　　第　二　節　　障害の程度に關する實瞼

　本實験に在りτ鯵第五齢起羅を夫々40°Fの低温に6時間、コ2時間、24時間玲

藏して出庫鍛憾日二回宛・膿液電氣傳導笈を測定して、謝照囁霊比較せるもの

なり。

　　1　　　　　　（1）・縄食中の愛fヒ　　　　　　　　　　　．　／・／
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1本實瞼に於ける翻晃紹奪rl禮液傳導度測定の績果は馨表の如し。・

　　　　　　㌦第五表　　・∴・11
鵠轍六輔冷灘＋二輔職剛・四醐冷灘封照斑

1｛1穿
1．，8・69×IO『B．

@　　9・35×lo－31

10・0千×10－3

X，20×10－3

10。94×10ラ3

A10．59×10－・3　　卍

9・Q4xlq一樗

X．97×10開輪13

・｛ll 9・55×10謄→a

P1．30×ユ〇一β　　b

1L89×10㎡3

P0．59×1Q－3

10・68×lo朧“ 　　マ．52×10一β

　　「

E3
oll

　　　　　r」
P1：6、9×エ0－31LlL89×董9－3 1L59×ユ0で3

P2．92×10一ξ｝

13，17×10一棚3

P2．33×10－3

，111・12琴10－3．

P241ざ10囲3

・・ o窺 12．92×10－3
@1　　　　　　　　　　　多

浴I2．00×10二3　　　　　　　

1330×10一ム　　　　　　　　I　　F

P237×10－3

…13・56×10－3

S1：40×10－3

　　11．89×10南1　　12，33×10－3

・｛lll・ 12．OO×10『3

P二．92×10－3

12，23x10｝3

z3、17×10－3

　　12、33×10－3

@　　　－

　　　　　　　　タ

PL89×10｛3

奄P．89幻0晶3

@　　｝　　　　　　　，

U　　120
乳12．68XIO語ト

1｛
1

一

（備考）前表中蜘磁2塒繭繭1章の鋤照離第五齢勲引用せるもの

　　　　　なりo「　1　；一　＝　　　　冒　　　　’　．…・，　　、　1、li　　・’　，L

　上表の關係を明確ならしむる篇に∀周表を示すに第八圖の如しポ即ち障害を

與へたる禽駆は其の障害の程度に慮じて、縄食後當初殊に弼時間目、迄の傳導度

概して針照庭よ妙高き傾向を窺みこ嘗を得べし。即ち6時間冷藏暉球12時間冷

藏腿は鋤照照の傳導座に比較的近似の値を示せるに、24時聞魑はそ爾差顯著な《

りo　　　　　　　　　　　　’　　，　　　　　！　　　　　　　　’1tt　　．　s　　　t／　　　、　ぐ，　／）

而圃章に於て指搬る如幌鰭6°糊乃至聯間雛よ．り禍共略購

鱒轍誼り略隈も鞭死翻をiHせるにめて瀕死欝の轍鱒度

麟鹸筋もあ鋤騨し・1而し態｝貝嘔及階轍比較的少昏嚇醸の

如壷は絶飴初・於輪灘翻寺嚇導度に比して著し砥きも漸嶽募しそ’

瀕死の圏内に達するも、24時間冷藏の如きは未だ磯餓死に至らざる以前（48時

間）に於て傳導度の最高鮎に煙し再び低下して其の蘭内に蓬するものL如し。
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　　　　　　　　　（2）’食桑中の愛化

本鋤は第五髄桑中嬢じ彫醐淫嬬然騨麟齪櫛ものにして、其

の結果は次表の如しo　　　　　　　　　　　’　1　、

　　　　　　　　　　　第　　六　　表

日順綴六醐冷職＋ご囎・舎灘＋購齢蔵。朗，，颪

1｛1躰11：器：；1α゜4×1°朗1：1器；19：譲：1二1

12｛，髪 1L49x10－3

P2．11xIO－・3　　　　　　　　　ト

】1．89×10－3

P2192×LIO叫ρ

12．56xIO周3

P4、28xIO－3

9．55×10－3

P2．80x】0－3

・｛ll 13．30×10－3

P3．56×10一脅3

「14・13、x10扁3 13．04×10’－3

P1・40×、10臼舜3

1507×10－3

P4」0×10一3

13・98刈07・3　　　　　　　’　　　　　　　　1

12，00×10－3 12，92×IO－3

吏84
1L89x10｝3 12．44xIO－3 12．68×10－3 14．13×10｝3

・｛111　　　　　　　」 12，92×10－3 12β3×10「3

P2．68×IO－・3
一｝

14。74x重O－3

@　　　　　　‘
P3ρ4×10－3

・｛　　　　120　　　　132
　　　　　」
P3．30×10－3

P3．04×10耐3

】3、30×10嚇3

P3．70x10－3

　　　　一一→
P　　　　1

12．33×10－a

P222X玉O｝3

・｛；ll 　　　「1
|　　　　　　　1

鼈黷k＿＿

12．40×10－8

P2．22×10－3

　爾上表の關係を明かにする爲め圖表を以て示せば第九圖の如し。即上表に隷

るに餉食篠24－36時間迄に於丁は陳審腿の傳導度は概して鉗照塵よりも幾分高

度を示せりo　　　　　　　　　　・　　　・

　其の後障害程度最も多き24時間庭は直ちに傳導度の低下を見て60時間目魁か

ら前認の瀕死圏内に接近せるに陳害程度比較的少きもの程傳導度低下の時期少

しく邊るLを親る、而して奪桑申に於ける最高傳導度は封照題に於て示され第

況齢中期以後に於ては常に封照腿の傳導度比較的高きを親るべし。

　　　　　　　　　（3）紹食中霊食桑中εの比較
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　第五齢起獄を夫々40。（F）内列に夫々6時間も12時間及24時間冷藏せる暉並に

凱1嘔に就て別々融・級食桑申に於ける蜘磯化を比較する・軟の嬬6

　　封照囲　　前章記載ε同じ。　（第三圖）

　　六時間冷藏匠

六酬繊脳・於ては融臨餓［劔も共に鰍騨塵9蜴襯・蝉嘩
の上昇は比較的急にして常に維食1晒1に比し高度を示・せるも、84時間よりは食桑

輝の傳襟度急に低下して爾圃絹に著しき相逢なくPt高一・rt低の新貌を呈せるに至

れるは食桑巾翻兄に艶獄患見るに至れる事實S相→致せり6（第十圏う

　　十二時間冷藏腿　／C　　　　　　　　　　　ど　　　　ビ　1…　　　　t－1

＋二時間纈襯に於ても雨麟漸教骸鞍の上昇襯・勅も常1こ食桑卿

方傅導度窩夢結果を示せるも72時間臣より食桑隔0）傳導度急激に低下して絶愈

腿の琢下に降下して瀕死圏に建す。（第十一一一ma）　　　　？／

　　二十四時間冷藏隈　　前章記載ミ同じ。て第六圖）　　　’　　『　・　・

　　摘　婁　　　’　1

鰯以略隈に於ける縄鯛及食桑駒比較㈱郷る辱鰍著手OP當初

に於て瞼雑は常に繊脚傳樺高きも・嚇曄轡醐駒・1塒
間齢7塒間より、2鱒間腿は6・繭より矢喰繭の騨騰しく鰍して

紹餓・）も卿概せる棚胴し・命して別に・犠細鵬礪牌の†詳1

況電相照らして夫々障害の程度に磨じて瀕死の時間促礁せらるSもの雰ゐを窺

ふに足るべし。

　　　　　　　　　（4）　縮　　　　’括」　「

　鶴1記障害め程度に關する實瞼の結果を縮括事るに概して障害麗ば掛照腰に比’

し第五齢當初に於ける艦液電氣傳導度比較的高く殊に此の傾向は第翫齢起獄を

維餓しめて畑測定する鵬に鋤藻一鷹麟にLしも盤㈱鋤でesva

食著報48繭慈餓申に於セま緬餓2嚇賊鋤腱靴1き魏耀純

拠こ牒の徽S鱒鰻異の模檬を観る磯継拗當初に於て酪騨辱

饒中のもの嬬に雛中のものより著し槁度嚇導度赫慢もヨ際の

種類瞭じて早晩籐馴蝉凝食卿ものに鰍するにいナ・り・而して障
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審程度叢も多き24時間1舗歳1麺は餉食後60喝…間頃より．1211，i｝…瑚、冷藏1超は80時間目

より爾嘘6）傳導度略相一致せるを認めたり。而して此の揚合に於ける瀕死圏は

2・「°（G）に於て］1・5×ユ〇－3～1鍛×10”“3の範園なり。

　【教に醤初ヒ於ける旛障害隆の傳導度0）高度も亦略il章害の程度に鷹じて高低あ

りb糠害の麗度多き24時間冷藏魑が最高く12時閥及6時間冷藏随は略猛，照畷に

近き髄線を恭せり。而して之の關係は絶食健に於て特に顯著なるも食桑匠に於

ても其の差明なりu

　　　　　　　　　第三牽　　結　　　　論

　葡認諸實験の結果を総括し之が生理意義を考察すれば概要次の如し。

　　　　　　　旗〕　縮食中に於ける腿液電氣傳導度の鍵化

　（a）　1掛照腿翻兇め第五齢起鷲絶食及鰻餓死に至る迄の墾化を親るに、，實験

着手後12噂聞日迄は著し夢愛化を見ざるも、2th時間目に至りて》著しく低ドし

更に36時間目より再び上昇を初め60時間目に及びて最高に蓬し、以後餓死駕を

見るに至りて傳襟度は一高一低殆さ均一の舩態を呈すδ（第一、三、八圏）以上の

現象は脱皮後更に施食を樵績煙られたる結果繭時髄液申の電解質は生命維持の

爲漸次滑費せられて著しく減少を見るに至るも、鰭で脂肪繊織等の貯藏物質が

特に分解を促され再び電解質を釦凪液中に供給するε共に腿表よりの水分螢散に

基き電氣傳導度を壇加する6，のS推論し得可し。

　（b）　障害を募ξけナこる各1碩の紹食申愛化を見るに、概して障害の程度及時期

に因りru　K：の模襟鉢り、若しll確害の程度大なる揚合（例へば2｛特間冷戴歴）は

着手後12時間乃釜24時間貝より、傳導度直ちに，ヒ昇し、・18wa間位に至りて最高

に達し、後60時間目帥ち略瀕死の献態に逮して急に低下して各1匝並びに封照題

．共に略同程度の傳導度に逮す。（ee－一・、八圖）

；（の　帥ち第五齢起獄絶食中に於ける謝照塵霊瞳審躍εの傳導憂化0）柵違を

観るに、障害を受けたる各匠の傳鞄艶は縄食著手後48時閻迄は常に調’照臓0）傳

堪度よ・り高く、諭かも其の程度は略障害の程度に比例するものの如し。（第一、

八圖）上記の傾向を生すべき理由に關しては勿論今後の研究を要するA’第なる

も、余の見解を以つてすれば、暫くオステルハウト氏（1922）の藥説に從ひ障
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審後生物騰細胞膜の滲透過性（Jl’CrmerLbilit’y）が著しく塒翔薄らるL事實に徴し

障蜜各1薩0）組織細胞は所謂エキゾスモーシス（Exosnしosiのの現象を慧起するこ

sy・：・，y照1超に比し速なるものε思惟すゐを至當E－．なすべし6，

　（d）絶食申各匿獄兇の磯餓死を始むる時間は陣憲の程度によりてヴ様なら

ざるも、概し・て60輔乃至72erif間f立にして・其0）當嚇り福0）｛鱒度1路障

害1銚共に相接近し、125°（q）に於ける電氣傳導度は通例μ．5×1e－3　－10．・．鰍

10－3の範園に存在するが故に余は特に此の圏を瀕死圏命名せんミすポ

　　　　　　　〔II〕　食桑中に於ける醐液電氣傳灌度の憂化

（の封照騰児の第五齢嚢育中傳襟度の攣化を親るに餉食後24eetM迄は著

しき獲化を観ざゐも、36時間目頃より急激なる上昇を親、弼時間に於て第一・・一次

最高黙にi達し、72時…間頃少しく低下し、82時閥頃より再び上昇して96時間に璽

り第二次最高黙に蓬し、其の後は漸次低1ぐして老熟朋に人るもρ）霊す。ド（第、

二九闘）　　’　　　　1　　　　』　1　　　㌦「　　F　「ll

余の實瞼に於uる第二次鵬黙よエヒ較的低度を示せるも1封照瞳　置兄磯分虚

弱性なりし篇材料選操，ヒの映盟iに因るものS思惟し、大艦に於て八木罠により

て指摘せられたる｛專導度痩化に基く生理的二期は之を肯定するを得べし。1

：（b）瞳害を1受けたる各廣の食桑中の攣化を親るに、」障害の程度に國りて全

く一様ならす、概して障害の程度大なる程第五齢當初に於けゐ傳導度高く、第

一訳最高灘も比較的遽がに到來する傾向顯著なり。豫P24時間冷藏膿に於ては、

通例餉食後24－36時間にして第一次最高鮎に達し、稲一GO時間にして再び低下

し其の後多くは多数の蜷死を出して前甜瀕死圏内に終るものの如しげ此の如ぐ

障霧を受けfcる各腱が概して傳滋度の痩化が著閏しぐ促毒せらゐ幽所以は、余の

見解によれば前認絶食中の揚合ε同様障害後翻艦組織細胞膜の透過性が著じく

大竃なれるが故に、飼料より來る電解質の外に細胞腿のエキゾスモーシス．1こ基

づく供給も之に蘭奥し粗共に促湛め原凶婁なるものピ暫倣すを得司し。’

⑥嚇鎌に於け醐照薩部轄醗の上蹴を鯖る層に］，Lて騰を受け

ナごる各臓0）博襟度は餉幾後當初約24團潟位迄の間は鋤照嚥に露し署しく高度を

示し其の程度は通例障審の程度に慮するもの霊認め褐可し。（第二、九圖）Q謝
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して此の關係ば醗液滲透屡に於ても略同様なり。

　（d），最後に食桑中騰液電氣傳導度の鐙化電病艶驚畿坐ε關係に於では第四

表に於て親る如く，s，・，1凡で約三｛四日目頃傳導度の第→款低下の後に最多数の弊

鷲を叢生せる皐實は八木氏の推論凄肯建するも0）S認めぞξきべしd而して節i記の

如く瞳害の第一次低下が鮒1園雇に比し約一一日間促槌セらる．sは第四表及第二圖

に明なり。　，　　　z　－T　　　I♂　1、…，t　　　ビ　　．　　　．，

　1（g）・障害の程度に縢じ第五齢饗育申醗液電氣電襟度壁化の模様を異にする

0）纂實は從つて之が材料選擦の如側によりてJ婁の結果一様なら・ざゐ事實を肯定

せしむo　　　　　　・t、t　1　　　」　　、　z／　　　　l　　　　　　F

　　　　　　引肛1π」『絶食塵IS食桑廠ご0）比較　　　　　　1

　（a）　鋤照腿にありては實験着手後12時間位迄は爾遜間に大差を認めざるも

2却寺『絹に到れば食ξ藤1塵は僅かにイ氏下するσ）みなるに反しil縄食願は著しき低下

をなし、尚36時闇よりは爾匠共著しく上昇を開始し、殊に食桑匿1こ於て其の上

昇の遽度極めて大なり。從つて以後爾廣闇0）差別間隔極めて顯tyXJなるを観る

べし。（第三圖）

　（b）障害慰にありては、典の障害0）程度によりて必らすしも一様ならざる

も、障害の程度北鞍的大なる1鑓に於ては、食桑瞳霊絶食1磧霊の差比較的少く通

例36時間位迄は、食桑匪の傳導度梢高きも、48－60時間頃より爾歴の傳媒劇11

接近して前記の謝死圏に終る揚合多し。（第四、五、六圓）　　　　「〆

　然れεも此の揚合に於ける爾囲間傳媒度の近似は史Sして絶食瞳傳導度が特

に前記内的原凶によりて著しく，．b昇せるに因る叙明なり。

　（c）　障害匝ε劃・照廠さの比較は第五齢起慧を其の儘絶せしめたる揚合に一

暦顯著にして食桑申の揚合は其の差比較的少し。　　　　以上

　　　　　　　〔VI〕　要　　一　　結

1，第五齢褒育申に於ける獄兜艦液の理學的性欺の憂化は冷城障害の有無によ

　　りi著・しく憂異を生するものなり。

2．　襯液理學的性黙の轡化に及ほす冷藏障霧の影響は第五齢起獄を絶食せしめ

　　つS測定する揚合に一・暦顯著なり。
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3’　～臓障霧を31ξけざる第五齢釜鐙児罷液0）」墨學的II生｝獣0）鎚化に就rCは絶食申及

　　び食桑申によりて著しく異なるb而して食桑中攣化に於ては其の鍵化の舩

　　・況により生理的二期あるを肯定せしむ。叉継食中の礎化に就ては絶食當：初

　　』ぽ著しき傳導度｛民下砧観るも蠣て急激なる上昇を來し略一燈の高度を保ち

　　て瀕’死o）域に建すσ　　・　／／　ttド　　層1　…　－111　　』’

4．冷藏障害を受けたる各騒獄歩己に就ては冷藏障審0）程度にょりて艦液理墨的

　　性状の攣化の歎況を異にず。而してv般には冷藏24時間以上に煙する揚合

’一は野照擁に比し℃其の攣化の猷況著しく促逸せらムq　　I－E、1　1’　［L

5．　冷藏障害を受けたる各腿懲兄リ’｛邉液電氣傳導度及滲透願は第五齢當初に於

　　て鋤照1超に比し著しく高しtJ而して其の差は起獄絶食幽比較する揚合に一一

　　麿顯著なりo㌧，，　・『tt，：　…」；、　1，

6，廻獄絶食後鱗餓死に瀕する揚合は絶食著手當時の髄液の電導度に比し著し

　1　ぐ高くs各照婁辱略一定のf恵導度圏内に終るを兎見るo’、1　　　　熟　　tl

7．1 謖ﾜ齢食桑畿育中病蝿舐を多出せしむる・時期は≦髄液電氣傳導度の攣化ミ

　　密接なる關係を有し、盛食葡傳導度低下當時1こ於て艶羅撒最も多し。

亀，艦液電氣傳導度及滲透歴の鰻化は冷藏障憲によりて約一欄間泣促遽せらる

　　　｝を滋て、從つて最多艶獄籏出の時期も迄に癒じて約’嘉・日間促進せらゐS

　　こをi・観るべしo　　　l、　’「　　　　　’　　　t・

9．冷藏障害を慢けたゐ各匿獄兇髄液の食桑電鍼傳導度は其の後最嵩劉iに於て

　　も生ヒして薯rしく低度なり⇔殊に瀕死のナ陳態に達ぜる各瞳懸兜は健金なる鋤

　　照匠獄鬼に比して著しく低く、而かも其0）當時め傳導慶ぼ前謡磯餓妬に瀕

　　1せゐものs傳導度にi近似値を1示せりo・　’，，rl　　tt・・　／t

10，・之を要するに冷藏障害を各齢獄に加ふる揚合はその程度によりで瞬醸なら1

　　　ざるも通例第五齢中磯液電氣傳導0）愛イヒに及ほす影響多大にして、多くは

　　1第五齢勧期の傅襟度の鍵イヒ薯しぐ促瀧せらゐSを観ゐべし。、

　附記　本實験は韮ミして依田彌亮、前澤康雄ゼ中島角太郎詑宮碕戯亮、申澤

　’　薫～町隙E直》及泳非魔の諸戎0）熟誠な佑御魏力に依Oて完成せるもの

　　　　にして、鉱に認して特に深厚なる謝意を表する獣第なり。・
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